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第３ 【設備の状況】 

１ 【設備投資等の概要】 

当期中に実施した主な設備投資は、横浜コンピュータセンターの整備拡張関連費用として総額443百

万円、うちリース分を除く固定資産投資は358百万円で、これらすべてを手元資金にて充当いたしまし

た。 

 

 

２ 【主要な設備の状況】 

(1) 提出会社 
平成14年３月31日現在 

帳簿価額(百万円) 
事業所名 
(所在地) 建物 

及び構築物 
機械 
及び装置 

土地 
(面積千㎡) その他 合計 

従業員数 
(人) 

本社事務所 
(東京都江東区他)        注２ 95 1 ― 26 123 801 

関西支社 
(大阪市中央区)          注２ 11 0 ― 0 12 66 

横浜コンピュータセンター 
(横浜市都筑区)       

 東館 0 0 ― 0 1 ― 

 西館             注２ 1,750 34 1,230 
(17) 18 3,033 46 

神戸コンピュータセンター 
(神戸市北区)          注２ 1 ― ― 0 2 4 

大手町インターネットデータセンター 
(東京都千代田区)        注２ 370 6 ― 3 381 38 

 

(2) 国内子会社 
平成14年３月31日現在 

帳簿価額(百万円) 
会社名 事業所名 

(所在地) 
建物及び構築物 その他 合計 

従業員数 
(人) 

㈱CRCシステムズ 本社事務所 
(東京都江東区)      2      6      9   593 

 

(3) 在外子会社 
平成14年３月31日現在 

帳簿価額(百万円) 
会社名 事業所名 

(所在地) 
機械及び装置 その他 合計 

従業員数 
(人) 

精藤股份有限公司  注２ 本社事務所 
(台北市)      4      4      8    20 

 
(注) １ 帳簿価額「その他」は、工具器具及び備品であります。なお、金額には消費税等は含んでおりません。 

２ 建物を賃借しており、賃借料の合計は2,557百万円であります。 
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３ 機械及び装置で賃借している主なものは次のとおりであります。 
(1) 提出会社 

 

事業所名 種類 台数 
(セット) 

年間 
賃借料 
(百万円) 

主な 
リース 
期間 

リース 
契約残高 
(百万円) 

関西支社 事務系ホストコンピュータ １     1 １年    ― 

横浜コンピュータセンター 事務系ホストコンピュータ ５    353 ４年    893 

神戸コンピュータセンター 事務系ホストコンピュータ １    66 ４年    70 

九州支店 事務系ホストコンピュータ １    14 ５年    14 

和歌山公共システム部 事務系ホストコンピュータ １    15 
 ５年    30 

 
(2) 国内子会社 

 

会社名 事業所名 種類 台数 
(セット) 

年間 
賃借料 
(百万円) 

主な 
リース 
期間 

リース 
契約残高 
(百万円) 

ファーストコ
ンタクト㈱ 本社事務所 事務系ホストコンピュータ １     1 ４年     7 

本社事務所 事務系ホストコンピュータ １     9 １年     0 

明石事務所 事務系ホストコンピュータ １    20 ５年    ― 平成情報 
サービス㈱ 

島根事務所 事務系ホストコンピュータ １    22 ５年    44 

 

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】 

(1) 重要な設備の新設・改修等 

当社グループ(当社および連結子会社)の設備投資については、基本的には各社が個別に策定して

おりますが、グループ全体で重複投資とならないよう、当社を中心に調整を図っております。 

当連結会計年度末現在における重要な設備の新設、改修等にかかわる投資予定案件は、大手町デ

ータセンター（OiDC）においては、安全強化のためのクリーンアース設置、ブロードバンド対応の

さらなる充実、空調設備の二重化等で237百万円を予定し、このうちリース調達分は232百万円、固

定資産計上分は5百万円の予定であります。今後の営業状況によりますが、この投資によりOiDCでは、

平成14年度430百万円程度の増収を見込んでおります。 

また、横浜コンピュータセンターにおいては、事務室等412㎡のコンピュータ室への改装工事に

205百万円、ISMS(情報セキュリティマネジメントシステム)適合性評価制度の認証基準に準拠したセ

キュリティ安全対策に188百万円、現有運用設備のリニューアル工事等に440百万円、計833百万円を

予定し、このうちリース調達分は597百万円、固定資産計上分は236百万円の予定であります。この

投資による運用統合等により、年間65百万円程度の経費削減効果を見込んでおります。 

以上より、設備投資の固定資産計上分は合計241百万円となり、その所要資金については原則とし

て自己資金により充当する予定であります。 

 
(2) 重要な設備の除却等 

該当事項はありません。 


